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学力問題を考える
─ 高校教師の視点から ─
Thinking about the Issue of Achievement
































































































































































































































































































































































































































































































































































































清治編著『論集 日本の学力問題 上巻 学力論の変
遷』日本図書センター、2010年）
19）勝田の学力論は、単に教育学や心理学の知見を
採用するだけではなく、当時、置かれていた庶民
の状況、変化する社会の需要、職業の変遷、学校
の相対化など広い視野に立って学力を限定的に規
定していることがわかる（勝田守一「人間の能力
をどうとらえるか」山内乾史・原清治編著『論集 
日本の学力問題 上巻 学力論の変遷』日本図書セ
ンター、2010年）
20）広岡亮蔵「学力、基礎学力とは何か－高い学力、
生きた学力」山内乾史・原清治編著『論集 日本
の学力問題 上巻 学力論の変遷』日本図書セン
ター、2010年、同「現代の学力とは何か」（『現代
教育科学』（明治図書、1972年４月）、「どんな学力
を形成するか」（『現代教育科学』（明治図書、
1976年５月号）等。ただし広岡の学力の層構造の
定義は、大枠の趣旨は変わらないものの細部の改
定が状況によって行われてきたという感が否めない。
21）新教育を唱える論者の所属する大学等が、新教
育による学力のある生徒を受け入れてきたのであ
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ろうか。結局、ペーパーテストという、客観性と
いう制約から系統学習に強い学力のある生徒を受
け入れてきたのではなかったのか。言葉では、新
教育でつけた学力のある生徒をと言いながら、結
果的に、行動では系統学習でつけた学力のある生
徒を受け入れるという“２重基準”を庶民は見抜
いてきたということであろう。
22）ブルーナー『教育の過程』（岩波書店，1963年）
p.55.
23）例えば、小学校４年で学習するかけ算が1958年
の教科書だと２ケタであるが、1970年の教科書だ
と４ケタに及んでいる。
24）ピアジェによれば、抽象思考は、形式操作の段
階（12歳から15歳）からのはずだが…。
25）安場鶴之助『ふつうの「鈍才」たちに もと教
師のくり言』（評伝社、1988年）p.15.
26）例えば「大学生の頭がどんどんわるくなる」、「日
本の教育は世界の孤児になる」（以上、「中央公論」
編集部・中井浩一編『論争・学力崩壊』中公新書
ラクレ、2001年）や西村和雄編『学力低下と新指
導要領』（岩波ブックレット、2001年）に要約さ
れている。
27）小川洋『なぜ公立高校はダメになったのか－教
育崩壊の真実－』（亜紀書房、2000年）p.116～124.
28）佐藤学『学びから逃走する子どもたち』（岩波
ブックレット、2000年）pp.18~22.
29）中野重人『学力低下論とゆとり教育－どちらが
“出来ない子”に心痛める教育か－』（明治図書、
2002年）p.19.
30）中井編、前掲書、p.61.
31）例えば、苅谷剛彦『階層化日本と教育危機－不
平等再生産から意欲格差社会へ－』（有信堂、
2001年）、同『「学歴社会」という神話』（日本放
送出版協会、2001年）、同『教育改革の幻想』（ち
くま新書、2002年）
32）佐藤学『「個性化・特色化」幻想を斬る－学び
と教えの再構築をめざして－』（つぶすな都立高
校！連続シンポジウム（第一回講演）都高教第８
支部教研委員会、1996年）
33）中野、前掲書、p.65.
34）中野、前掲書、pp.67~68.
35）寺西和子『総合的学習理論とカリキュラムづく
り』（明治図書、2000年）pp.30～36.
36）評価の問題については、別に論じる予定である。
37）石井英真『今求められる学力と学びとは－コン
ピテンシーベースのカリキュラムの光と影－』（日
本標準、2015年）p.2.
38）松尾知明「知識社会とコンピテンシー概念を考
える－OECD国際教育指標（INES）事業における
理論的展開を中心に－」（『教育学研究』第83巻 
第２号、2016年）p.16.
39）坂井誠亮「キー・コンピテンシー」（日本学校
教育学会編『これからの学校教育を担う教師を目
指す 思考力・実践力アップのための基本的な考
え方とキーワード』（学事出版、2016年）p.114.
40）黒田友紀「21世紀型学力・コンピテンシーの開
発と育成をめぐる問題」（『学校教育研究』第31号、
2016年）p.8.
41）福田誠治『全国学力テストとPISA－いま学力が
変わる－』（アドバンテージサーバー、2007年）p.17.
42）松尾、前掲論文、p.16.
43）小方直幸「コンピテンシーは大学教育を変える
か」（山内乾史・原清治編著『論集 日本の学力問
題 下巻 学力研究の最前線』日本図書センター、
2010年）p.82.
44）坂井、前掲書、p.114.
45）松尾、前掲論文、p.21.
46）黒田、前掲論文、p.9.
47）松尾、前掲論文、pp.22～23.
48）黒田友紀「21世紀型能力と学びの共同体」（日
本学校教育学会編『これからの学校教育を担う教
師を目指す思考力・実践力アップのための基本的
な考え方とキーワード』（学事出版、2016年）p.144.
49）福田、前掲書、p.22.
50）福田、前掲書、p.17.
51）松尾、前掲論文、p.16.
52）石井、前掲書、p.2.
53）石井、前掲書、pp.4～5.
54）高田喜久司「21世紀型能力・学力」と学びの探
求」（『学校教育学研究』第30号、2015年）p.21.
